
23 

生物多様性に対する危機

　世界的な生物の宝庫で、固有性が高いにもかかわらず、人間活動の影響で
絶滅の危機に瀕している地域を「生物多様性ホットスポット」とよぶ。国際
ＮＧＯのコンサベーション・インターナショナルが作成した生物多様性ホッ
トスポットの世界地図を眺めると、その危険度を示すエリアが、開発によ
る生息地破壊の進む熱帯地域に集中していることが分かる（https://www.
conservation.org/japan/biodiversity-hotspots）。この地図の中で、開発
による生息地破壊が減少傾向にある先進国において、国土全体が危険地域に
指定された日本は異様に映る。なぜ、日本の生物多様性は危機に直面してい
るのか？　本稿では、里地里山の生物多様性の置かれた現状に焦点を当てな
がら、今後、我が国の生物多様性をいかに回復するか考えてみたい。
　南北に長い日本列島は、北は亜寒帯から南は亜熱帯まで複数の気候帯にま
たがり、急

きゅう

峻
しゅん

な地形のため、一つの地域の中でさえ温度差が大きく、さらに、
モンスーン気候によって四季がもたらされる。このような環境の変化に富む
日本列島に暮らす生物は、未記載種も含めると 30 万種を超えると推定され
る（環境省 2008）。また、大陸から隔離されることによって、島

とう

嶼
しょ

で独自
に進化した日本固有種は、維管束植物の約４割、哺乳類・爬虫類・両生類の
それぞれ約４割、約６割、約８割に達する。小さな島嶼であることを踏まえ
ると、日本列島に生息する生物の多様性と固有性の高さは特筆すべきである。
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ところが、不名誉なことに、110 種の生物が絶滅し、絶滅の恐れがある動
植物は 5748 種に上る（環境省　2020）。日本全土が生物多様性ホットスポッ
トに認定されるゆえんである。
　途上国では、爆発的に増加する世界人口を賄い、グローバル化する食生活
を満たすために森林から農地への土地転換が急速に進んでいる。森林伐採に
よる生息地破壊は、これらの地域における生物多様性損失の主要因となって
いる。対照的に、日本では、森林が過剰伐採された明治時代以降、その面積
は回復に転じ、現在、国土の約３分の２を占める。逆に、農業従事者の減少
を背景として、農地は減少傾向にある。我が国の生物多様性損失の要因が、
生物多様性ホットスポットに認定された他国と大きく異なることがうかがえ
る。
　「生物多様性国家戦略 2023―2030」によると、我が国の生物多様性損失
を引き起こす要因は、四つの危機に整理できる。それらは、１）開発など人
間活動による危機、２）自然に対する働きかけの縮小による危機、３）人間
により持ち込まれたものによる危機、４）地球環境の変化による危機である。
第１、３、４の危機は、グローバル化を背景として世界共通の生物多様性損
失要因とみなされる。他方、第２の危機は、人口が減少し、農林水産業が衰
退する日本ならではの特徴といえよう。しかし、人口減少と一次産業の衰退
は、いずれ多くの先進国が直面する社会問題である。地球上の生物多様性を
保全するために、日本が第２の危機をいかに克服するかが問われている。

攪乱がつくりだす生物多様性

　生物多様性に対する第２の危機とは、自然を過度に利用・改変する第１の
危機とは逆に、人と自然の関わりが薄れることで生物多様性が低下する状況
を指す。前節で述べた日本のレッドリストに掲載される生物種は、雑木林や
草地、湿地などを生息場とし、かつては人里で普通にみられた動植物が多い。
里地里山は、日常生活や経済活動に必要な自然資源を得る場であり、平野部
の森林を伐採して居を構え、氾

はん

濫
らん

原
げん

・湿地の水利環境を生かして田畑をひら
き、山間部の森林から薪炭をこしらえ、伐採後の萱

かや

場
ば

から採草することで形
成された景観の総称である。

生物多様性の現在：何が問題なのか
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　里地里山を持続的に利用するには、人による「手入れ」が必要である。手
入れとは、利用者にとって望ましい状態に維持・管理することである。特に
日本では、湿地や陸上生態系は、人が手を加えなければ、勝手に遷移が進む。
湿地は乾燥して草地になり、草本植物は速やかに低木に置き換わり、次第に
陽樹の二次林に遷移する。さらに、長い歳月を経て、陰樹が優占する極相林
に至る。里地里山とは、人が自然に手を入れることで絶えず環境を攪

かく

乱
らん

し、
人為的に遷移を止めた生態系と捉えることができる。
　適者生存による進化を唱えたダーウィンは、「種の起源」の中で、草
地を頻繁に刈ることで植物の種多様性が維持されることに気づいていた
(Darwin 1859)。生態学の有名な仮説に「中規模攪乱説」がある。複数の
種が同じ資源や空間をめぐって争うと競争排除によって、競争に強い種のみ
が生き残る。しかし、生息環境が攪乱されると、競争に優位な種の個体が除
去されることで生じた生息地の空きスペースに劣位な種が入り込む余地が生
じる。このように、攪乱環境下で速やかに定着・繁殖する能力をもつ生物を
パイオニア種とよぶ。生息環境が攪乱されるとこれらの生物の定着の機会が
増すため、種の多様性が増加する。しかし、さらに攪乱の規模や頻度が増え
るとパイオニア種も排除されるため、種の多様性は減少に転じる。つまり、
生息環境が中程度に攪乱されると、生物多様性は最も高くなるというわけだ。
(Connell 1978) は、熱帯雨林やサンゴ礁の多様性が高いのは、ハリケーン
や波浪によって、競争に優位な種の優占が適度に阻害されるためであると論
じた。
　二次林は定期的に伐採され、萱場は冬に火入れされ、圃

ほ

場
じょう

は田植え前に湛
水し、収穫前に干される。里地里山の手入れは、多様な種に生息の機会を与
える適度な撹乱とみなすことができる。かつての里地里山の生物多様性が高
かったのは、手入れが行き届いていたためであろう。ところが、高度経済成
長期以降、日本の一次産業の状況は一変した。灌

かん

漑
がい

施設の設置や農地の区画
整理など農地整備が進み、農作業は機械化された。また、薪炭は化石燃料に
置き換わり、家畜の餌や田畑の肥料は輸入飼料や化成肥料に取って代わっ
た。農業の近代化によって生産効率は飛躍的に向上したが、人と自然の関わ
りは次第に薄れていくこととなった。( 高橋ほか 2015) は、草原で火入れ
や採草が行われている場所と放棄地を比較し、手入れがされなくなった草原
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で草本植物の多様性が低下することを報告した。また、( 高崎ほか 2010) は、
間伐の行き届かない人工林で林床の土壌動物の種の数が低下することを報告
した。これらの研究事例は、里地里山の手入れが生物多様性の維持に重要で
あることを物語る。
　さらに、近年では、少子高齢化に伴う担い手不足によって、農林業離れが
加速している。山間地では、耕作放棄地の樹林化が進んでいる。森林が増え
れば森林に生息する動植物が増えるので好ましいと思うかもしれない。しか
し、生態学の法則に従うなら、遷移の進んだ森林は競争排除によって生物多
様性が減少する運命にある。里山が手入れされなくなれば、人が立ち入らな
い奥山へと様変わりする。もちろん、原生林のような「手つかずの自然」を
残すことは重要であるが、地域全体として生物多様性を高めるには「手入れ
された自然」も必要なのだ。

生息地のつながりが育む琵琶湖流域の生物多様性

　琵琶湖は世界第３位の歴史を誇る古代湖として、湖内で独自に進化した
61 種の固有種を擁し、流域に生息する陸上の動植物も含めると、その種数
は 2800 種を超える。ところが、近年、生物多様性の損失が危惧されること
から、生物多様性ホットスポットとみなされている。
　生物多様性損失の背景にある複雑な課題を解決するために、筆者は、超学
際プロジェクトを主宰し、琵琶湖の流域ガバナンスに携わった経験がある
( 奥田 2021)。
　流域ガバナンスとは、流域界に含まれる複数の行政区からなる社会の多様
な主体が協働して、集落レベルから市区町村や県レベルで顕在化する様々な
課題を階層横断的に解決する仕組みである。従来の流域管理は、流域の環境
問題を解決することを一義として、国や県によって主導されてきた。他方、
流域ガバナンスは、地域に主体性を付与し、住民が自発的・持続的に地域の
課題に取り組むことが、結果として、流域の課題解決につながるよう異なる
階層間の協働を促すのが特徴である。特に、このプロジェクトでは、地域住
民が身近な自然に価値を見いだし、それを再生・保全する活動を通して地域
の課題を解決するとともに、その活動の輪を広げることで流域の健全性を向

生物多様性の現在：何が問題なのか
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上することを目指した（脇田ほか 2020)。「健全性」という言葉は、アカデ
ミアや行政の場でしばしば用いられ、その定義も多様であるが、本プロジェ
クトの文脈で用いる健全性の意味は最後に延べることにする。
　本プロジェクトでは、琵琶湖の最大流入河川である野洲川の流域を舞台に、
上流から下流、そして、湖岸の農山漁村集落を対象として、自然科学と社
会科学の専門家によるアクションリサーチを実践した（小林・石橋 2020）。
アクションリサーチとは、社会が抱える様々な課題に対して、当事者と研究
者が協働して解決策を練り、実践を通じてその有効性を評価し、計画を見直
すことで課題解決に至る循環的な調査手法である。
　まずは、課題を抽出するために各集落で住民と対話した。調査集落ごとに
景観や生物相は大きく異なるものの、高度経済成長期以降、生産効率を重視
した農林水産政策によって、人と自然の関わりや人と人のつながりが希薄化
したことがすべての集落に共通する課題として認識された。自然環境や地域
社会の変貌を憂うる当事者とアクションリサーチを実践することによって、
里地里山の自然を再生し、地域のにぎわいを取り戻すことを試みた。
　各集落における活動の詳細は、( 脇田ほか 2020) に譲るとして、ここで
は全国の里地里山が抱える課題を象徴するモデルとして、滋賀県甲賀市小佐
治地区における谷津田の保全活動を紹介したい。ここは少子高齢化が進む山

写真 1：谷津田の鳥瞰図（淺野悟史氏撮影）。人工林に囲まれ、最上段に灌漑用ため池（中
央上部）を設える。ため池が残る谷津田は、もはや希少な存在。
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間地農村集落である。丘陵地の谷筋を開墾した谷津田では、古来、天水灌漑
が営まれたが、灌漑ダムが整備されたことで地域に数百あったため池のほと
んどが消滅した。
　さらに、田面水が流れ下る佐治川は、治水を目的とした河道掘削工事によっ
て谷深い堰堤で隔てられ、ため池・水田・河川の水の連続性が失われた。こ
の地域の土壌は、古琵琶湖層の重粘土で形成されるため、乾燥するとひび割
れしやすく、かつては周年、田面に水を張る湿田が営まれていた。ところが、
農作業の機械化を促進するために、暗渠排水が整備され、伝統的な湿田は乾
田化された。
　一見すると、自然豊かな里山景観だが、水田の生物調査をすると種数の少
なさに驚く。ため池や河川と生息地のつながりが失われているため、冬季の
圃場で湿地生物を目にすることはない。そこで、地区の環境保全部会と協働
して、かつての生きもののにぎわいを取り戻し、次世代にその文化的な価値
を継承する「生きもの育む水田」活動に取り組むことになった。特に、当地
では、晩冬の雪解け時期になると湿田に産卵に訪れるニホンアカガエルの鳴
き声が代かき作業を想起させてくれたり、オタマジャクシが群がる田んぼは
雑草が生えにくいという経験知と結びついたり、生業と密接に関連づけられ
ることから、ニホンアカガエルを地域の「環境ものさし」として、湿田を再
生する活動を開始した（淺野ほか 2018; 淺野 2022）。
　湿田の再生は、圃場の湛水時期を数カ月早めるだけなので、作業自体は
さほど大変でない。この
活動が集落全体に広がる
過程で、水田の生物と環
境に大きな変化が現れた。
湿田の再生によって、夏
場を森で過ごし、雪解け
時に湿地で繁殖するニホ
ンアカガエルやヤマトサ
ンショウウオなど絶滅の
恐れのある両生類の産卵
数が増え、周年水の中で

写真 2：再生された湿田に産みつけられ
たヤマトサンショウウオの卵隗。

生物多様性の現在：何が問題なのか
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暮らすメダカやタニシなど水生動物の多様性も増加した（淺野 2022）。
　また、湿地環境が水田の化学性状を変化させ、田面から溶出するリンの濃
度が減少した (Ishida et al. 2020)。著者らの研究により、水田濁水の主成
分である懸濁態のリンの流出は、河川や湖沼の富栄養化をもたらし、生物多
様性を低下させることが明らかとなっている (Ko et al. 2021; Okano et al. 
2018; Osaka et al. 2022)。したがって、湿田の再生は、当地の生物多様性
のみならず下流域の生態系にもよい影響を及ぼしうる。
　一連の研究は、ちょっとした手入れが、生息地のつながりを再生し、生き
もののにぎわいを取り戻すのに有効であることを示唆する。もちろん、この
地域の活動のみで琵琶湖流域の環境が劇的に改善するわけではないが、この
ような活動の輪が流域全体に広がれば、森里川湖のつながりが再生され、失
われつつある生物多様性も回復すると期待される。

人と自然の関わりを再構築するために

　琵琶湖の流域ガバナンスの事例が示したように、里地里山の生物多様性を
回復する上で重要なのは、自然を手入れする、つまり、人と自然の関わりを
再構築することである。しかし、先述のような効能を科学的に示せば、地域
活動が促されるといった単純な話ではない。ましてや、研究者が生物多様性
保全を錦の御旗に掲げるような「保全の押し売り」は逆効果ですらある。あ
くまでも、地域の課題を解決するために、住民の声に耳を傾け、住民が望ま
しいと考える活動に寄り添うことが、結果として、生物多様性の保全につな
がればよいのである。
　（脇田ほか 2020) は、流 域の健全性を向上するには、地域の活動を通して、

「栄養循環」「生物多様性」「しあわせ（Well-being）」の歯車がかみ合うこ
とが重要と唱えた。
　生物に必須の栄養がバランスよく循環する状態は、生態系にとって望まし
く、生物は栄養循環を駆動する実体であると同時に、目に見えない循環を見
える化する地域の「環境ものさし」の役割を担う。「しあわせ」とは、生物
多様性が生みだす価値を享受することで得られる楽しみのみならず、その価
値を受け渡す他者のしあわせを自身のしあわせと感じられること ( 奥田ほか 
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2017)、すなわち、他者にとってよき存在であること（Being well）を意味
する ( 大石 2009)。人と自然の関わりを豊富化することで多様な価値を創
出し、人と人の関わりを通して、それらの価値を共有・共感するとき、人と
自然にとって望ましい健全な流域の未来像が共創される。 
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